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① 看護学研究科　2026年度

看護学研究科博士後期（Ⅲ期）

専門科目

問１．看護教育に関する課題を自らの経験と結びつけて捉える力
と、課題を構造的に分析し改善策を論理的に提示する能力、なら
びに看護学的視点からの省察力を評価する。
問２．ヘルスリテラシーに関する理論的理解と、看護学的視点か
ら実践・研究へ応用する思考力、社会的課題を批判的に捉える力
を評価する。
これらの設問により論理的思考力、創造性および表現力を総合的
に評価し、博士後期課程での自律した研究遂行能力をみる。
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問 1 
 看護基礎教育または現任教育における課題について、あなた自身の学習・教育・臨床経

験のいずれかを踏まえて具体的に述べ、その課題解決に向けた方策を論じなさい。 
 
 
 
問 2 
 ヘルスリテラシーの概念を説明した上で、看護実践または看護研究における重要性を述

べ、ヘルスリテラシー向上のために看護職が果たす役割について論じなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和８年度 看護学研究科博士後期課程（Ⅲ期 ）専門科目 ・解答例 

 

問１ 

【解答例】 

教育者として基礎教育に関わる中で、学生の知識と臨床実践を結びつける学習支援が十

分でないことが課題であると感じている。講義で得た知識を臨地実習で活用できず、状況

判断に迷う学生が少なくない。背景には、学生が自ら考え振り返る機会の不足があると考

える。今後は、シミュレーション教育や事例を用いた対話的学習を強化し、学生の思考過

程を言語化させる指導を行うことで、実践力の育成を図る必要がある。 

 

 

問 2 

【解答例】 

ヘルスリテラシーとは、人々が健康情報を入手・理解・評価・活用し、適切な健康行動

を選択する力である。情報過多や健康格差が拡大する現代において、ヘルスリテラシーは

自己管理能力や意思決定の質に直結するものであり、看護実践において重要な概念であ

る。看護職は、対象者の理解度や背景に配慮した情報提供や対話を通じて、主体的な健康

行動を支援する役割を担う。また研究を通じて効果的な介入方法を明らかにすることも求

められる。 

 


